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	　それでは、定刻になりましたので、審議会を開会させていただきます。

　私は、松尾地区の地域審議会の進行をいたします小堀でございます。よろしくお願いします。

　まずは、会議に入る前に、初めて顔を合わせる方も多いと思いますので、各委員の簡単な自己紹介をお願いしたいと思います。

　先ほど紹介がありましたが、改めてということでございますので、私のほうから、奥田でございます。よろしくお願いいたします。
私も前期からお世話になっておりまして、今回辞退させていただこうかなと思っていたんですけれども、今回、ご一緒にいろいろと勉強させていただく機会をいただきました古和の土屋と申します。よろしくお願いします。

　今回の地域審議会委員になることになりました野中です。よろしくお願いいたします。

　同じく今回委員に選任されました鈴木です。よろしくお願いします。

　はじめまして。私は同級生がいまして、岩澤康幸君という同級生がいまして、いろいろ話しまして応募させていただきまして、谷津の古川と申します。

　周東です。またやらせていただきたいと思いまして、申込みをさせていただきました。どうぞよろしくお願いいたします。
　花澤でございます。前回後半はリタイヤさせてもらいましたが、今回またお世話になることになりました。よろしくお願いします。

　秋葉でございます。公募委員として選出させていただいて、今回もお世話になります。ご指導のほどよろしくお願いします。

　今回初めてここで参加させていただきました借毛本郷の小川です。よろしくお願いいたします。
　団体のほうの鐏です。今日は１時間も遅れて大変申し訳ございませんでした。区長会関係ということでやらせていただきます。鐏です。よろしくお願いします。
　私は農業のほうの団体ということで、前回に続いてやらせて　　　いただきます地布久です。よろしくお願いします。

　団体の民生委員のほうから参加させていただいております齊藤と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

　今回初めてなんですけれども、団体の福祉協議会のほうの代表ということで、委員になりました。福祉協議会は、山武市社会福祉協議会という大きな団体があるわけですけれども、その下部組織というか、関連団体として松尾地区社会福祉協議会というのがあるんです。いわゆる地区社協と言っているんですけれども、市も社協と言っているけども、教育委員会の社教と間違えられるんですが、市の社協というのがあって、そのほかに地区社協というのがあって、山武市内には13地区あります。大体小学校区です。ですから、松尾ですと豊岡小学校区、旧松尾小学校区、それから大平小学校区。私の場合は松尾小学校区の地区社協の会長を仰せつかっておりますが、その関係で出てきなさいということでありましたものですから、ではそれならばということで委員をお引き受けさせていただきました。勉強不足ではございますが、福祉の立場から皆さんにご意見を聞いていただけたら幸いだと思います。どうぞよろしくお願いします。

　どうもありがとうございました。

　それでは、お手元の会議次第に従いまして、議事に入らせていただきます。

　まずは、地域審議会の設置に関する協議第７条の規定によりまして、会長の互選を議題としたいと思います。

　つきましては、この間に座長を決めていただきたいと思いますが、どなたかいらっしゃいますでしょうか。

　座長ですか。

　できれば、年のあれもある程度あると思うのですが、名簿を見ましても、委員さんの中で学識というのがあるので、私も、いろいろ質問のほうをさせていただくこともかなり多いと思うものですから、できれば、みんな知ってる方ですから、行政に関わった方になっていただくと、いろいろ……

（発言する者あり）

　前回の副会長の奥田さんがいますから会長でどうですか。座長とは言わず一発で決めてしまって、副会長さんは秋葉さんに……

（発言する者あり）

　では、奥田委員さんに会長をお願いしたいと思いますが。（拍手）

　全会一致でございますので。

　前回副会長をやっていたので、だれか新しい方でやらせていただきたいと思ったんですけれども……

　会長・副会長会議というのもあるし、その流れも副会長をやってらしてご存じだから、適任だと思いますよ。

　では、適任だね。

　奥田さんに松尾地区の地域審議会の会長としてご就任いただくということで、よろしくお願いいたします。　　　　　

　それではすいません、会長のほうから、よろしくお願いします。

　それでは、ごあいさつを申し上げたいと思います。

　はからずも大先輩をおいて、会長という大役を仰せつかりまして、大変恐縮に存じております。今、先ほど申し上げましたように、私も佐瀬さんと前回、会長、副会長のほうもやってまいりましたので、今回はぜひ新しい人にという考えを持ってまいったわけですけれども、皆さん方にご推挙いただきましたので、一生懸命やらせていただきたいというふうに思います。

　地域審議会の内容につきましては、今日るる市のほうからご説明をいただきました。説明内容が多いので、十分理解するには至らなかったと思いますけれども、先ほど市長さんのごあいさつの中にあったように、合併して、10年間地域審議会が存続するということになっておりますし、また住民の意見を市のほうへ反映させると、あるいは答申にこたえるという責務もございます。

　引き続き２回目の委員さんになっておられる方もおりますけれども、合併して、この間の市長選挙が終わったばかりでございますので、４年が経過したわけでございます。

　合併がどうだったかということにつきましては、これ皆さん、いろんな意見がございますし、またこの審議会が集まって正副会長やってみても、なかなか４地区みんな意見がございまして、それが一個にまとまっていくかどうかというのは、非常に難しいところがありますけれども、せっかく山武市という市が始まったわけでございますから、やはり山武市のために皆さんが少しでも貢献でき、また地域づくりに貢献できればというふうに思うわけでございます。

　皆様方の任期は２年でございますけれども、今、私も会長ということを仰せつかりましたので、それなりに努力したいと思いますので、ひとつ皆様方のご協力をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。（拍手）

　それでは、ここで議事に入りますけれども、議事録署名委員を私のほうから指名させていただきます。

　大津委員さんとそれから齊藤委員さんにお願いいたします。よろしくお願いします。

　次に、会議次第に従いまして、副会長の選任をいたしたいと思います。審議会設置規定第７条１項の規定によりまして、副会長については委員の互選によるということになっておりますので、いかがいたしましょうか、皆さんのお考えをお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。

　会長のほうから指名したらどうですか。

　もうひとつここに、公募の方がいらっしゃいますが、公募の方は、相当この審議会について考えてきた方だと思いますので、一緒にこういう方に上に上がっていただいたほうが、我々団体よりもいいのではないかなと思います。

　ただいま地布久委員さんからご意見がございましたけれども、公募で出された委員さんはどうかというご意見でございました。

　私も賛成ですね。公募の方から。

　公募の方たちは思いがあるので、公募で手を挙げた人間は。いろいろなことを考えていると思いますが。他の団体の方でも学識経験者の方でも、思いは一緒だと思います。旧松尾町についてどう考えようか、山武市についてはという思いは一緒だと思いますので、ここはそういう枠を取り払って、その中でふさわしい方に決めていただくというふうに私はお願いしたいと思います。

　公募でなされた方でお残りになっているのは、周東先輩とそれから秋葉さん。そういうことではございますけれども、各種団体の方は、２年任期ということもあり、代わる方もいらっしゃいますしね。そういう条件つきの問題もあると思いますけれども、どうでしょうかね、今、地布久さんから出たような形の　　にすると……

　私は、地布久さんが前回やっていただいて、農業委員会でも選挙されていますので、農業委員会の中でもなかなか建設的なな中身も多いと思いますのでいいかなと。また町会議員さんをやられた皆さんでも、絵的にいいのではないかと……　　　　

　では、これ余り議論してもしようがないので、私のほうから指名ということでご了解をいただきたいと思いますが。周東さんいらっしゃいますけれども、副会長に秋葉さんで決めさせていただきますけれども、ひとつよろしくお願いします。（拍手）

　一言言わせてください。違うことなんですけれども、私もここへ、こうして出席させてもらうのも、現状では手一杯ということで、手を挙げたからにはと思って、なるべく出席したいなと思っています。ほかのところにもいろいろ出させてもらうということになると、現状不可能なので、まことに申しわけないんですけれども、ご理解をいただいて、承知していただきたい、それをお許しいただきたいと思います。

　年に何回ぐらいあるんですか。

　それは同じですよ。委員さんと。あと正副会長会議というのは、年に１回２回ぐらいあるけど。

　それは私も出ているときも、都合で欠席したこともございますので、それは必ず出ろということではありませんので、ひとつ会長指名ということで、これまたほかに回すわけにもいかないので、ひとつよろしくお願いします。（拍手）

　それぞれ今日会議に出ている方もご都合があって、万障差しくって出ている方が多いわけでございますけれども、ひとつその辺を理解いただきまして、秋葉さん大変でございましょうが、私も同じでございますので、よろしくお願いします。

　では、副会長は秋葉さんということで。（拍手）

　秋葉でございます。考えてなかったことなので、ごあいさつどうこうということはありませんけれども、お願いとしては、今、申し上げたとおり自分の事情でご迷惑をかけないということが精いっぱいということになると思います。さしあたって会議においては、皆様のご支援をいただきながら、会長さんを支えていきたいと思っております。ご指導のほど、よろしくお願いいたします。（拍手）

　それでは、議題の２に入らせていただきたいと思います。

　第２期の審議会の今までの経過と今後のスケジュールについて、事務局のほうからご説明をいただきます。よろしくお願いいたします。

　第１部の会議、かなり時間がかかりまして、第２部のほう恐縮でございます。それでは資料に従いまして、説明させていただきます。

　資料のほう、１枚めくっていただいて、２ページ目、そして３ページ目をご覧ください。

　今回、第３期ということで、皆様方は合併して第３期目の地域審議会委員ということで、これから２年間ということでございまして、合併してから既に２期、４年経過しております。

　最初に２ページを見ていただきたいのですが、第１期は平成18年、19年度ということで２カ年でございまして、松尾地区は審議委員15名でございまして、審議会を２年間に５回、その他勉強会等を３回開催してございます。

　平成18年７月に第１回の会議ということで、本日と同じような形で全体会議、地区別会議を設けて会長、副会長を決めていただきました。

　それで、２回目といたしまして10月でございますが、山武市総合計画策定基本方針（案）についての説明をさせていただきまして、確認をいただいているところでございます。

　それと同じように、総合計画の策定スケジュール（案）につきましても、ご検討をいただいて、ご意見等をちょうだいしているところでございます。

　11月には説明会ということで、正式な会議ではございませんが、国保成東病院について、今年の４月から地域医療センターになりましたけれども、そういったものについても状況説明をさせていただいているところでございます。

　同じく同日でございますけれども、市長に具申する事項の協議ということで、後ほどご紹介しますが、松尾地区地域審議会の意見ということで、市長に提出しております。この内容について協議をしていただいております。その内容は、ＪＲ松尾駅の利便性の向上について、成田国際空港対策について、それと地域性を生かした企業の誘致についての３点につきまして、ご検討をいただいているわけでございます。

　年が明けまして、１月でございますが、これも勉強会ということで、山武市役所の組織改編についての説明、それと行政評価を活用した総合計画の策定ということで、これについての説明をしてございます。

　続いて、３月には平成19年度の主要施策についてということで、山武市総合計画、松尾駅の利便性向上について検討をいただいております。

　５月になりまして、意見交換会ということで、意見書に対する市の対応について、農業問題について、松尾地区における今後の課題というようなテーマで意見交換会を行っております。

　20年になりまして１月でございますが、山武市総合計画の原案ができまして、この原案についてご説明をさせていただいて、ご意見をちょうだいいたしました。

　なお、欄外でございますが、平成18年12月14日付けで、地域におけるまちづくりの関する意見書を市長のほうに提出したということで、それにつきましては、４ページ以降にございますので、後ほどご確認をお願いします。

　第１期の地域審議会の経緯につきましては、このような状況でございます。

　続いて、第２期でございます、平成20年、21年度でございますが、同じく15名で行っておりまして、地域審議会を５回、その他勉強会を２回開催しております。

　20年５月でございますが、これも同じように会長、副会長の選出、それと第１期地域審議会の経緯、今後のスケジュールについての協議でございます。

　そして６月には、勉強会ということで、成田国際空港の容量拡大の方向性と可能性について、勉強会を実施しております。

　７月に入りまして、説明会を山武市総合計画について、11月には第２回の地域審議会ということで、地域振興基金の運用益の活用方法についてご説明し、ご意見をちょうだいしております。

　年が明けまして、３月でございますが、同じように地域振興基金運用益の活用方法についてと、今年の10月から行われる予定でおります山武市の公共交通についてを説明をさせていただいて、ご意見をいただいたところでございます。

　８月には同じく山武市の公共交通について、それと松尾庁舎の解体・撤去についてということで、ご案内のとおり、松尾庁舎でございますが、耐震性に問題がありということで、取り壊す必要があることから、取り壊すに当たって、この地域の活性化という、土地利用ができないかというような観点で今も協議が続いておりますが、これらについてご意見を求めさせていただきました。

　続きまして、年が明けまして３月でございますが、同じように引き続き地域振興基金運用益の活用方法について、それと先ほど説明しました市の公共交通を行うに当たって、まずは公共交通総合連携計画を策定しなくてはならないということで、それについてご説明をさせていただいて、ご意見をいただいております。

　以上が第２期の活動状況でございまして、続いて、４ページを見ていただきたいと思います。

　先ほど紹介しました意見書という形で、第１期がスタートして間もなくでございますが、何とか協議を進めまして、松尾の地域として現在こういったことが課題だよというようなことで、市長に意見書という形でお出ししたものでございます。

　内容は、５ページを見ていただきたいと思いますが、先ほども申し上げましたけれども、大きくは３点でございまして、まず１点目としてＪＲ松尾駅周辺の整備等についてということで、その中で下のほうにございますが、①から③ということで、ＪＲ松尾駅南側広場を整備して、成田国際空港と連絡する空港シャトルバスでございますが、こちらが乗り入れられるよう停留所を設けることということでございます。

　これについては、松尾駅南側は駅に直接繋がっておりませんが、バスの停留所はＩＴ保健福祉センターのほうに設けておりまして、ちょっと駅を利用するには便が悪いですが、停留所を利用する方にとっては従来から比べますと、利便性が向上したという状況にはなってございます。

　続いて、②でございます。ＪＲ松尾駅南側から容易に駅が利用できるよう、自由通路または南側改札口を設けることということでございます。これにおきましても、現在ＪＲとは協議をしておりまして、ただ、非常にいろんな面で難しいです。安全上の問題から、ＪＲとしてはなかなか改札口はつけたくないというのがありますのと、あと経費の負担面等がありまして、非常に難しい。ＪＲ千葉支社管轄の中でも、そういった要望の駅は非常に多くあるということでございますが、これにつきましても、現在、そういった形でＪＲとの協議はしているということで、ご報告をさせていただきます。

　３点目といたしましては、ＪＲ松尾駅周辺に公共交通拠点や商業・文化施設を集積させ、生活中心機能の充実に努めるとともに、計画的な宅地開発による良好な住宅市街地の整備・誘導に努めることというところでございまして、これについては、公共交通につきましては、先ほど申しましたように、10月から新たな公共交通網を整備するということで現在も進めておりまして、一つは、基幹バスというものを蓮沼海浜公園からさんぶの森元気館までを走らせる予定でおります。おおむね１時間20分程度に１本ということで、それにつきましては、松尾駅のほうにも乗り入れますし、この松尾庁舎にも停留所を設けて乗り入れていくということで、現在進めてございます。

　詳しいことにつきましては、これからどんどん地域に入って説明会をさせていただいて、１人でも多くの方に利用していただくような形でやっていきます。

　これは、山武市全域を、地域の拠点を線で結ぼうという考え方の基幹バスでございますが、松尾地域内の移動につきましては、デマンド型の乗り合いタクシーの運行もあわせて考えると、これは使いたいときに予約をしていただいて、自宅から目的地まで、乗合で運行するというようなタクシーでありまして、エリアにつきましては、松尾地区は蓮沼地区をあわせてひとつのエリアということで、そのエリア内は移動できるということで考えているところでございます。

　続いて、大きな２番目でございますが、成田国際空港対策の推進ということで、これにつきましては次のページの①と②とありますが、騒音対策区域の拡大と対策事業の充実についてと、市が実施する騒音対策事業の更なる充実。

　２番目といたしまして、航空機騒音の障害防止に配慮した土地利用を推進すること。

　大きな３といたしまして、地域性を生かした企業の誘致ということで、これにつきましては、松尾・横芝インターチェンジを中心とした豊岡地域を工業ゾーンと位置づけして、企業の誘致を推進してくださるよう提言するということですが、この企業誘致につきましては、物流的なものも考えたりいろいろあるんですが、空港を活かした形というものもある程度考えられますので、これについては空港周辺に協議会がございまして、そういったところでも積極的に協議して、そうした誘致ができるように今進めているところでございますが、現実的にはこういったご時勢でございますので、非常に厳しい状況ではございます。

　このような意見書を18年にお出ししているということでご報告させていただきます。

　続いては、７ページでございます。こちらは今まで、先ほどもお話ししましたように、地域振興基金について活用方法を皆さん方にご審議をいただいておったわけですけれども、なかなかこれといった形としてまとめることができませんでした。その中でそれぞれの各地域審議会からの意見・提案ということであるわけですが、松尾地区、２回目の審議会だと思うんですが、平成20年度第２回、第３回において審議した結果、松尾地区は地域資源の発掘並びに周知活動等を中心とした提案でありました。その内容は、次のとおりである、ということで、イベント等を利用し、地域ブランドとなり得る産品を含めた展開を検討するための費用として活用したい。なお、イベントだけにとらわれないよう、地域活性化の中心となる要素を掘り起こすための取り組みに対する活用を主としたいというようなご意見でいただいております。

　続いて、８ページでございます。今後のスケジュールということで、（案）とされております。１年、１年でいくわけでございますが、今後のスケジュールといたしましては、本日は各地区の審議審議会、そして合同会議でございまして、この後に、８月に正副会長会議を行う予定でおります。

　そうしまして、その後、９月ですけれども、各地区の地域審議会における審議を開始するということで、今のところ９月を予定しております。先ほど全体会議のときに、事務局の今関から話がありましたように、地域振興基金の運用益対象事業の運用計画、そういったものをまとめまして、それについてご審議をいただくというのを予定しています。

　それと、新市建設計画の執行状況についてのご報告をさせていただいてご意見ちょうだいしたいというふうに考えているところでございます。

　また、その後、状況に応じて、検討いただくということになると思いますが、松尾地区の場合は、先ほど申しましたように、耐震性の問題があるこの庁舎を取り壊したうえで、どういう土地利用をするかということで、ほかの地区にはない大きな課題を抱えておりますので、それらについても会議を開いてご意見をいただきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いします。

　地域審議会の設置に関する協議につきましては、全体会議でも説明させていただきましたけれども、この第３条の規定により、審議会の役割というのは、新市建設計画の変更や執行状況の確認、それと地域振興のための基金の活用、それと基本構想の作成とか変更ですね。あとその他、市長が必要とするものということになりまして、第３期では、新市建設計画の執行状況、地域振興のための基金の運用益の活用について主に重点を置いて審議を進めていくということでよろしくお願いいたします。
　わかりづらいところも多いかと思いますが、説明は以上でございます。

　ただいま事務局の説明が終わりましたけれども、これについて何かご質問ございますでしょうか。

　この件につきましては、前回の審議委員の皆さんでご審議いただきまして、市長に要望したところでございます。また、今、事務局のほうから説明ございました運用資金の活用状況につきましても、なかなかまだ統一できないということで、今後また機会があればお話をいただくということもあるかと思いますが、そういうものを含めて、今後ともご審議をいただきたいというふうに思うわけでございます。

　今、事務局の説明あったこの２点について、質問がなければ協議事項についてはこれで終わりたいと思いますけれども、よろしいでしょうか。

　一つお願いします。意見書にあった企業誘致についてですが、どのような検討がされていたのか。なんら話が進んでいいないようだが。排水等の問題もある。
　途中まで他の部署におりましたので、途中の経緯は余りわからないのですが、具体的に何度か企業の誘致、山室地区を中心に、実際に紹介する業者がお話を持ってきたことがありました。それについては、市のほうでもどの程度できるのかということで、協議をしたんですけれども、なかなか具体的なところまでいっていないというのがありまして、周東さんおっしゃるように、排水の問題だとか、そういった問題がやっぱりいろいろありますので、企業が来るに当たって、市でどの程度整備してやってやるか、あるいは固定資産税の優遇であるとか、そういった総合的な検討までは至ってないですけれども、一度そういう検討はいたしました。

　その後は、皆さん方とＰＲというお話もありましたけれども、市の土地であればそういったこともできますけれども、なかなかそういった部分もないので、今は話が進んでいません。
　あそこは地主８人ですかね。だから、なかなか話がまとまらないのだよ。

　それと、公募委員の募集について、昼間の会議に出席できなければならないという条件がある。これは委員のなり手を制限している。やめたほうが良い。
　前回は入っていなかったと思うのですが、現状として今、昼間に会議を主としてやっています。場合によっては、出席委員が足りずというか、流会になってしまう条件がありますので、出席していただかないと非常に困ってしまうことがありますから、そういったことで、こういう項目をつけ加えさせていただいて、公募委員さんを募集していくということにはなっていると思います。

　ですが、これが制限していると言われればそういう部分もあるんでしょうけども……

　だから、そうなっちゃうと。

　現実に、ほかのところでは、委員が足らなくて流会になったというのがあるんですね。そういう状況でございます。

　そうでなくて、この前も議長さんに言ったんですが・・・
　今、周東さんのおっしゃった意見、わかりました。
事務局から説明があったんですけれども、ちょっとご理解いただけるかどうかわかりませんけれども、今後の審議会でもう少し具体的な話をしていかないと、話が決まってこないというようなことだと思います。

　まだ委員さんの中にもご意見がきっと、市から諮問されたことだけど、討論ではなくて、皆さんが意見をお持ちになっているということもありますので、その辺も含めて、与えられた議題とそれからその他の議題ということで、そういうものにつきましては、その他のほうでご議論いただくということで、周東さんには、今の回答にはまだ不満があるよというご意見だと思いますけれども、その辺はご了承いただいて、なるべく委員さんの意見にこたえられるように執行部のほうもひとつよろしくお願いしたいというふうに思います。

　今までの執行部の回答では・・・
　これやっぱりね、審議会ですから、どこまで審議して、どの部分をどこまで回答いただけるかというのはなかなか難しい問題があると思うんですよね。ここでここまでの問題を回答するとか、あるいは大局的な問題について、こういうふうに回答しろとかという問題があると思うのですよ。だけど、今日の説明がありましたように、それぞれ逐次皆さんが満足できる回答がおありなのかどうかという問題がありますので、その辺も含めまして、次回の会議でお話をいただきたいというふうに思います。

　今日第１回の会議でございまして、今そこまで細かい問題に踏み込めないこともございますけれども、細かい問題は別として、今日については、そこまででよろしいですかね。それで今日の件は、次回のほうに回していただきましてご検討いただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いします。

次回はどういう方向で話し合いをするんですか。
（発言する者あり）

　何か苦情をポンポン言ったって話し合いにならないんですよ。だから松尾地区として、何か要望書を作るために交通の問題について議論するとか。
　まず、これ諮問機関ですから、市のほうからテーマをいただくと、今までは公共交通の問題と基金の問題を主要な問題を議題としてご審議いただいてきたわけですよ。周東さんがおっしゃったそういう問題は、その他の問題で一応ご協議いただきたい。

　ですから、皆さんに次回どういうものを協議していただくというものについては、市のほうから通知で皆さんにあげますので、次回の会議はこういうことで話し合いをしますよということになりますので、今、周東さんがおっしゃった問題につきましては、全体の中の最後のその他の協議とか、そういう問題で一応協議をしてもらって、市のほうから回答もらうというような方法で進みたいと思うんですが、市のほうもそういう考えでいらっしゃると思うんですけれども。

　関係ないですけど、納税組合というのが松尾にありましたよね。で松尾町で廃止になりましたよね。

それが成東地区は生きてると……
　それでは、今、古川さんのお話がありましたけれども、　　今の回答につきましては、後日何かの会議にお話しいただくということにしまして、第３番目の市民提案型交流のまちづくり事業審査会委員の選任について議題とさせていただきますので執行部のほうからご説明いただきたいと思います。

　それでは、市民提案型交流のまちづくり推進事業ですけれども、全体会議で審議委員会の皆様方からお二方審査委員になっていただきたいというお話があったと思います。それについてお願いがございまして、資料は９ページから12ページとなりまして、まず事業の概要といたしましては、今、市民団体、ＮＰＯやボランティア団体ですね。そういった市民団体が自主的、主体的に企画し様々な活動をやっていただいている、そういった事例がございます。

　そういったものにつきまして、幾つかメニューがございまして、そのメニューに合致するものがあれば、活動費に対して助成するというものでございます。

　今回は、地域振興基金の運用益、約400万円でございますが、そちらをこの市民提案型のまちづくり事業に充てるということで、既に22年度当初予算で予算計上をしております。

　そのうちの交流、一歩進んだ形で、そういった団体間で交流を持つのが事業に付きまして、提案をいただいて審査をして、優秀なものには助成しましょうというようなものでございまして、そういった団体を今募集をかけていくという状況でございます。

　10ページを見ていただきたいんですが、補助金額というのは上限が50万でございまして、そして採択の事業数は今回初めてということで２事業、市全体で２つの事業ということことにしております。

　スケジュール的には、まず事業の提案を８月上旬に締め切りで募集をかけます。そして、書類審査、続いて公開のプレゼンテーションを行っていただく。そこに皆さん方から２名審査員としてお願いしたいというものです。

　それで採択の団体を決定して、そして交付申請、事業開始、今年度いっぱいで事業を完了していただいて、最後に成果のご報告をいただくというような手順になっています。

　一番下でございますが、審査会とプレゼンテーションということで、こちらに加わっていただいて、公開のプレゼンテーションを行って、市民提案型の団体に出席いただいて、その質疑に応じていただくと。

　審査基準は5ページにありますが、その審査基準に従って審査をしていただくということです。

　次に11ページの審査会の設置要綱でございますが、この要綱で、第３条に組織とございますが、審査会は、委員12人以内で組織するということで、その中に山武市地域審議会委員、学識経験のある者、あとは行政内部の課長２名ということで、審査会が構成されるということでございます。

　ついては、大変申しわけないんですが、次の審議会が９月　　　　という状況になってしまいますので、この場で審査委員の方２名を選出していただいて、報告をしたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いします。

　若干の謝礼も出るというふうに伺っておりますので、よろしくお願いいたします。

　では、説明終わりましたけれども、一応２名推薦するということですね。

　今、内容については事務局の説明がございましたけれども、２名選出いいかがいたしましょうか。

　何かございませんか。

（発言する者あり）

　会長一任。指名してくださいよ。

　話し合って決めましょうよ、皆さんで。

　齊藤さん、手を挙げて……

　鈴木さん、顔広いし。

（発言する者あり）

　では、齊藤さんとだれかもう一人、鈴木さん、ではそういうことでよろしくお願いします。

（発言する者あり）

　それでは、議題の３番目の市民提案型交流まちづくり推進委員については、齊藤委員さんと鈴木超委員さんにお願いします。

　今日は、大変長い時間になりましたので、まだご意見があるかもしれませんけれども、ここで会議を閉じます。

以上をもちまして終了といたします。ご苦労様でした。
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